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問　

今
議
員

　

町
長
就
任
以
来
、
こ
れ
ま
で
の

町
政
取
組
に
成
果
が
表
れ
て
い
る

一
方
で
、
大
き
な
課
題
も
残
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
中
で
、
経
済
対
策

を
通
じ
て
、
雇
用
と
事
業
を
支
え

な
が
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、

各
分
野
の
取
組
を
更
に
加
速
さ
せ
、

成
果
を
着
実
に
積
み
重
ね
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
令
和

４
年
度
の
町
政
に
関
す
る
展
望
を

伺
い
た
い
。

答　

町
長

　

令
和
４
年
度
に
取
り
組
む
主
な

事
業
を
町
総
合
戦
略
の
４
つ
の
基

本
目
標
の
分
類
に
沿
っ
て
、
説
明

し
ま
す
。

　

ま
ず
、
「
産
業
・
雇
用
対
策
」

と
し
て
、
畑
作
振
興
の
中
核
施
設

で
あ
る
野
菜
集
出
荷
施
設
の
機
能

維
持
や
、
県
営
風
合
瀬
地
区
農
地

整
備
事
業
、
令
和
４
年
度
に
完
成

す
る
予
定
の
西
海
岸
広
域
農
道
整

備
事
業
、
町
内
各
漁
港
整
備
事
業

や
、
十
二
湖
地
域
の
観
光
振
興
強

化
に
資
す
る
た
め
の
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー
改
修
及
び
、
十
二
湖
振
興

戦
略
プ
ラ
ン
基
本
設
計
の
策
定
に

取
り
組
む
。

　

「
移
住
・
定
住
対
策
」
に
お
い

て
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
や
移

住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
導
入
の

ほ
か
、
若
者
等
家
賃
補
助
、
住
環

境
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
を
実
施
す
る
。

「
少
子
化
対
策
」
で
は
、
地
域
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
、
出
産

祝
い
金
支
給
事
業
、
放
課
後
児
童

健
全
育
成
事
業
、
高
校
生
ま
で
の

医
療
費
無
償
化
事
業
、
高
校
生
通

学
支
援
事
業
を
継
続
す
る
。

　

ま
た
、
本
年
４
月
に
は
、
深
浦

中
学
校
と
岩
崎
中
学
校
が
統
合
し
、

新
た
な
教
育
環
境
に
適
合
で
き
る

よ
う
、
生
徒
や
保
護
者
に
寄
り
添

っ
た
対
応
を
す
る
。

　

「
地
域
活
性
化
対
策
」
と
し
て

は
、
住
民
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
支
援

事
業
、
地
域
公
共
交
通
体
制
の
維

持
・
充
実
、
道
路
橋
り
ょ
う
の
整

備
の
ほ
か
、
診
療
所
、
保
健
セ
ン

タ
ー
を
核
と
し
た
医
療
・
保
健
・

健
康
づ
く
り
施
策
の
充
実
・
維
持

に
取
り
組
む
。

　

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

応
・
経
済
対
策
」
と
し
て
、
全
町

大
売
出
し
補
助
金
や
、
宿
泊
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
実
施
に
要
す
る
経
費
も

計
上
し
た
。

　

ま
た
、
人
口
減
少
が
こ
れ
か
ら

も
進
ん
で
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
中
で
、
広
域
的
な
連
携
が
益
々

重
要
と
な
っ
て
い
く
。▲青森市内でうどん専門店を経営してい

た浪
なみ

岡
おか

敏
とし

男
お

さんが、町おこし協力隊とし
て着任した。空き家の利活用や町の活性
化につながる活動に取り組んでいただき
ます。

「空き家でうどん教室を」

短期的な課題と中長期的な課題を包括的に眺めつ
つ、産業の振興策、住民の暮らしやすさの向上等、
併せて、その基盤である財政の健全性を維持し、
将来のため必要な時は思い切った改革を行う。

今　　勝吉 議員

町政の各種課題への取組
について

こん よしかつ

問
答

町政をただす



第69号令和４年５月27日

（20）

ふかうらまち議会広報

　

こ
の
よ
う
な
短
期
的
な
課
題
と

中
長
期
的
な
課
題
を
包
括
的
に
眺

め
つ
つ
、
産
業
の
振
興
策
や
子
育

て
支
援
策
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
住
民
の
暮
ら
し
や
す
さ

の
向
上
、
ま
ち
の
賑
わ
い
と
活
性

化
に
結
び
つ
け
て
い
く
。

　

併
せ
て
、
こ
う
し
た
政
策
を
的

確
に
実
施
す
る
た
め
に
は
、
そ
の

基
盤
で
あ
る
財
政
の
健
全
性
を
維

持
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

時
代
の
流
れ
の
中
で
、
利
用
頻

度
が
減
少
し
投
資
効
果
が
低
減
し

て
い
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
た
と

え
そ
れ
が
町
民
に
と
っ
て
痛
み
を

伴
う
も
の
で
あ
っ
て
も
、
将
来
の

た
め
に
必
要
だ
と
判
断
し
た
場
合

は
、
思
い
切
っ
た
改
革
を
行
う
決

意
で
す
。

フ
イ
ッ
ト
ネ
ス
プ
ラ
ザ

ゆ
と
り
廃
止
に
つ
い
て

問　

今
議
員

　

フ
イ
ッ
ト
ネ
ス
プ
ラ
ザ
ゆ
と
り

は
、
先
人
の
方
々
が
一
定
の
維
持

経
費
を
見
込
み
、
営
利
目
的
で
は

な
く
、
町
民
の
疾
病
予
防
や
健
康

維
持
増
進
に
活
用
で
き
る
地
域
全

体
の
貴
重
な
施
設
と
し
て
造
ら
れ

た
。
近
年
は
、
高
齢
世
帯
の
増
加

に
伴
い
近
所
付
き
合
い
が
薄
れ
た

暮
ら
し
の
中
で
、
不
安
や
悩
み
を

抱
え
込
ま
な
い
顔
の
見
え
る
関
係

が
つ
く
れ
る
施
設
と
し
て
活
用
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
移
住
者
や
帰

省
者
が
町
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
れ
る
生
活
関
連
施
設

と
し
て
、
利
便
性
が
高
く
積
極
的

に
利
用
さ
れ
る
憩
い
の
場
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
町
民
の
施

設
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
丁
寧

な
説
明
、
意
見
聴
取
の
手
順
で
議

論
を
深
め
廃
止
を
決
断
す
べ
き
と

の
声
も
多
数
上
が
っ
て
い
る
。
そ

こ
で
今
一
度
、
廃
止
を
見
直
す
べ

き
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
町

長
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

答　

町
長

　

地
域
の
方
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
憩
い
の
場
と
し
て
十
分

承
知
し
て
お
り
、
温
泉
廃
止
後
、

こ
う
し
た
利
用
が
図
ら
れ
る
よ
う

な
施
設
の
活
用
法
を
令
和
４
年
度

中
に
検
討
し
て
い
く
。

　

そ
の
際
に
は
、
温
泉
施
設
の
需

要
に
つ
い
て
も
意
見
を
伺
い
、
必

要
と
な
れ
ば
、
改
め
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。
ゆ
と
り
温
泉
の
他
に

も
、
今
後
、
統
廃
合
や
解
体
が
必

要
な
施
設
や
大
き
な
財
政
負
担
を

伴
う
事
業
が
控
え
て
お
り
、
財
政

の
健
全
性
を
確
保
し
、
将
来
に
ツ

ケ
を
残
さ
な
い
た
め
に
苦
渋
の
決

断
を
し
た
。

空
き
校
舎
の
利
活
用

に
つ
い
て

問　

今
議
員

　

令
和
４
年
度
か
ら
深
浦
中
学
校

と
統
合
す
る
岩
崎
中
学
校
の
校
舎
、

令
和
５
年
３
月
に
閉
校
と
な
る
木

造
高
校
深
浦
校
舎
に
つ
い
て
、
町

が
自
ら
利
活
用
す
る
地
域
づ
く
り

を
考
え
て
い
る
の
か
ど
う
か
を
含

め
、
そ
の
方
針
を
伺
い
た
い
。

答　

町
長

　

岩
崎
中
学
校
は
、
老
朽
化
が
著

し
い
校
舎
棟
の
利
活
用
は
考
え
て

な
い
が
、
体
育
館
は
、
令
和
元
年

度
に
岩
崎
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
が

解
体
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
岩
崎

地
区
の
町
民
が
利
用
で
き
る
よ
う

に
改
修
費
等
を
積
算
し
た
う
え
利

活
用
を
検
討
す
る
。

　

木
造
高
等
学
校
深
浦
校
舎
に
つ

い
て
は
、
校
舎
棟
及
び
第
二
体
育

館
は
老
朽
化
し
て
い
る
よ
う
に
見

受
け
ら
れ
る
が
、
管
理
棟
及
び
第

一
体
育
館
は
、
平
成
９
年
に
改
築

工
事
を
行
っ
て
お
り
、
十
分
利
活

用
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。



第69号令和４年５月27日

（21）

ふかうらまち議会広報

深
浦
町
公
民
館
の
老
朽
化
が
深
刻

な
状
況
で
あ
る
た
め
、
生
涯
学
習

の
拠
点
施
設
と
し
て
、
公
民
館
を

移
転
し
、
文
学
館
の
図
書
機
能
な

ど
を
集
約
し
て
利
活
用
す
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
る
。

教
育
現
場
の
状
況
に

つ
い
て

問　

今
議
員

①
県
教
育
委
員
会
は
学
校
で
の
外

部
人
材
活
用
の
拡
充
と
、
小
学
校

で
の
少
人
数
学
級
も
広
げ
て
、
教

員
の
追
加
配
置
を
増
や
す
方
針
で

あ
る
が
、
県
内
の
教
員
は
負
担
軽

減
に
期
待
す
る
一
方
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
応
な
ど

で
業
務
が
更
に
増
し
て
、
「
働
き

方
改
革
が
進
ん
で
い
る
実
感
は
薄

い
」
、
「
新
規
採
用
の
若
い
先
生

を
育
て
て
い
く
余
裕
は
現
場
に
な

い
」
な
ど
の
意
見
を
聞
く
が
、
当

町
の
教
育
現
場
の
状
況
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
で
、
町
内
全
小
中
学
生
に

１
人
１
台
の
学
習
端
末
が
配
布
さ

れ
た
こ
と
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
環
境

が
整
っ
た
と
考
え
る
が
、
子
供
た

ち
の
端
末
授
業
と
対
面
授
業
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
い

た
い
。

　

ま
た
、
そ
の
現
状
は
ど
う
な
の

か
伺
い
た
い
。

答　

町
長

①
管
内
の
小
中
学
校
に
配
属
さ
れ

て
い
る
教
職
員
の
状
況
を
み
る
と
、

新
規
採
用
の
若
い
先
生
が
配
属
さ

れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
の
で
、

比
較
的
、
中
高
齢
の
先
生
が
多
く

な
っ
て
い
る
。

　

働
き
方
改
革
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
休
暇
の
取
得
促
進
を
図
る
た

め
、
平
成
30
年
度
か
ら
夏
季
休
業

中
の
学
校
閉
庁
日
を
３
日
間
程
度

設
定
し
、
安
心
し
て
休
暇
の
取
得

が
で
き
る
よ
う
努
め
て
お
り
、
ま

た
、
教
職
員
の
勤
務
状
況
を
把
握

す
る
た
め
、
令
和
２
年
度
か
ら
勤

怠
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
及
び
運

用
を
開
始
し
て
い
る
。

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
対
応
な
ど
に
よ
り
、
教

職
員
の
業
務
が
大
幅
に
増
え
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
管
内
小
中

学
校
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
一
度
も

感
染
者
が
出
て
い
な
い
こ
と
も
あ

り
、
必
ず
し
も
大
幅
に
業
務
が
増

え
て
い
る
と
は
思
っ
て
お
り
ま
せ

ん
が
、
今
後
も
各
小
中
学
校
の
状

況
を
把
握
し
な
が
ら
、
働
き
方
改

革
の
推
進
に
向
け
た
取
組
み
を
進

め
て
い
き
た
い
。

②
小
中
学
校
に
お
け
る
授
業
の
あ

り
方
に
つ
い
て
は
、
従
来
型
の
対

面
授
業
が
基
本
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

▲深浦町中央公民館 ▲令和４年３月末をもって閉校となった岩崎中学校
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学
校
は
子
供
た
ち
に
と
っ
て
の

社
会
で
あ
り
、
学
校
に
通
う
こ
と

で
家
族
以
外
の
様
々
な
人
と
の
交

流
の
機
会
を
得
て
、
社
会
性
を
身

に
付
け
、
皆
で
協
力
す
る
こ
と
の

大
変
さ
や
楽
し
さ
を
学
ぶ
こ
と
も

で
き
る
。

　

当
町
で
は
、
学
校
で
の
対
面
授

業
の
中
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
利

活
用
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

教
職
員
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
研
修
な
ど
を
実

施
し
な
が
ら
、
児
童
・
生
徒
及
び

教
職
員
に
、
ま
ず
は
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
操
作
に
慣
れ
る
こ
と
か
ら

始
め
て
い
る
。

　

現
時
点
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は

行
っ
て
い
な
い
が
、
今
後
は
臨
時

休
校
と
な
っ
た
場
合
で
も
対
応
で

き
る
よ
う
環
境
の
整
備
に
努
め
て

い
く
。

生
理
用
品
の
提
供
に

つ
い
て

問　

今
議
員

　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
男
女

格
差
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
）

の
解
消
に
向
け
、
木
造
高
校
深
浦

校
舎
、
小
中
学
校
、
公
共
施
設
の

女
子
ト
イ
レ
等
に
防
災
備
蓄
用
品

の
ひ
と
つ
と
し
て
生
理
用
品
を
常

備
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
教
育
長
、

町
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

答　

町
長

　

ま
ず
、
学
校
の
ト
イ
レ
等
へ
の

常
備
に
つ
い
て
は
、
大
髙
議
員
へ

の
答
弁
の
と
お
り
、
衛
生
面
や
管

理
上
の
問
題
が
多
い
こ
と
か
ら
実

施
す
る
考
え
は
な
い
。

　

学
校
等
の
対
応
と
し
て
は
、
真

に
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
へ
の
提

供
が
重
要
な
こ
と
か
ら
、
保
健
室

で
の
無
償
提
供
と
し
て
い
る
。

　

防
災
備
蓄
用
品
と
し
て
生
理
用

品
に
つ
い
て
も
、
災
害
時
に
は
必

ず
必
要
と
な
る
の
で
、
適
切
な
場

所
に
し
っ
か
り
備
え
て
お
き
た
い
。

　

ま
た
、
男
女
格
差
（
ジ
ェ
ン
ダ

ー
ギ
ャ
ッ
プ
）
の
解
消
に
も
触
れ

て
お
り
ま
す
が
、
男
女
格
差
の
解

消
は
社
会
の
問
題
と
捉
え
る
べ
き

と
思
う
が
、
貧
困
が
理
由
の
場
合

は
、
地
域
福
祉
の
問
題
と
し
て
地

域
や
自
治
体
の
責
任
に
お
い
て
し

っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
た

め
の
仕
組
み
作
り
を
進
め
て
い
き

た
い
。

▲教職員のためのタブレット端末操作研修会の様子 ▲タブレット端末を活用した学習の様子

※１　青森県沖日本海（南側）＝関係地域は、つがる市、鰺ヶ沢町及び深浦町
※２　青森県沖日本海（北側）＝関係地域は、中泊町及び五所川原市


